
-・圃，

an守

E
F
年

n

h

・・・F8
M

圃

圃

圃

成

6

圃

圃

固

平

田

@ 
広'.

青空と緑と産業のまち昭和町

環境衛生関係補助金………………2-3P

農業委員さん決まる・..........・・・・・・…・・・・5P

白寿祝・.........................................6P

6月のこよみ・保健だより………フーBP

Showa N巳ws ………………10-11P 

お知らせ…………………………………12P

スポット…………………………………13P
みんなの広場・................................14P

-発行昭和町役場干409-38山梨県中巨摩郡昭和町押越542-2TEし0552-75-2111. FAX. 0552-75-21 09編集/企画行政課

E
E
E
-
お
も
な
内
容

t
E
E
-

常永・国母両駅をご利用されている人は、お気づきか

もしれません。

町では 4月から、シルバ一人材センターに委託して、

常永・国母両駅の自転車置き場を整とんしています。

町の玄関口の両駅。きれいに整とんされた自転車置き

場は、駅利用者ばかりでなく、私たち町民にとってもす

かすかしく感じます。整とんは、休日以外の毎日、利用

者の多い朝 7時から 9時までの E時間行っています。

手れし、に並ん-r~ ! わ~、
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-補助金制度には何がある?

補助金の種類 助成条件

空き缶つぶし機 町半額助成

生ゴミ処理器 町半額助成

ボカシ生ゴミ処理容器 町半額助成

犬の避妊・去勢手術
避妊 12，000円
去勢 8，000円

踏
み
板
に
は
磁
石
が
つ
い
て
い

る
の
で
、
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ

缶
の
選
別
が
で
き
ま
す
。

1
9
O

M
-
-
4ま
で
の
缶
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

屋
外
に
置
い
て
、
家
庭
で
排
出

さ
れ
る
生
ゴ
ミ
を
入
れ
る
だ
け
。

一
個
で
一
年
間
分
の
生
ゴ
ミ
(
約

一一一

1
四
ト
ン
)
を
処
理
で
き
ま
す
。

処
理
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
は
た
い
肥
と

し
て
使
え
ま
す
。

一一空
き
缶
つ
ぶ
し
機
一

町
半
額
助
成

② 平成8.6.1

町
で
は
、
町
民
に
よ
る
資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
推
進
の
た
め
に
、
缶
を
つ

ぶ
す
機
械
と
し
て
「空
き
缶
つ
ぶ
し
機
」

の
利
用
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

空
き
缶
つ
ぶ
し
機
は
、
家
庭
等
か
ら

排
出
す
る
飲
料
水
用
空
き
缶
等
を
ア
ル

ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
に
選
別
す
る
機
能

を
有
し
、
つ
ぶ
し
た
缶
を
保
管
及
ぴ
扱

い
や
す
く
し
ま
す
。

-
指
定
取
扱
庖
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
昭
和
庖

しょうわ広報

一一生
ご
み
処
理
器
一

町
半
額
助
成

町
で
は
、
ご
家
庭
で
生
ご
み
を
簡
単

に
、
し
か
も
衛
生
的
に
自
家
処
理
で
き

る
生
ご
み
処
理
器

「
コ
ラ
ポ
ン
」
の
ご

利
用
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
器
を
土
の
上
に
設
置
す

れ
ば
、
四
人
家
族
の
台
所
の
生
ご
み
一

年
分

(
3
1
4
ト
ン
)
を
処
理
で
き
ま

す
。
生
ご
み
が
自
然
発
酵
し
、
水
分
が

地
中
に
浸
透
す
る
な
ど
、
生
ご
み
が
た

い
肥
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
0

・
指
定
取
扱
盾
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
昭
和
庖

・
ニ
ュ

l
ラ
イ
フ
カ
タ
ク
ラ
昭
和
庖
・
中

巨
摩
東
部
農
協
(
昭
和
・
常
永
・
西
条
)
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大きな

効果

大
量
の
ご
み
、
地
下
水
汚
染
、
大

気
汚
染
な
ど
の
環
境
問
題
は
、
地
球

規
模
の
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
小
さ
な
積
み
重
ね
や
ち

ょ
っ

と
し
た
心
が
け
で
環
境
汚
染
を

防
ぎ
、
次
代

へ
美
し
い
環
境
を
残
し

ま
し
ょ
う
。
次
号
か
ら
本
町
の
環
境

事
業
へ

の
取
組
み
と
実
態
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

六
月
か
ら
各
地
区
に
申
込
み
用
紙

を
回
覧
い
た
し
ま
す
の
で
、
購
入
等

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

名
前
等
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
申
込
む
人

は
、
購
入
前
に
、
役
場
環
境
衛
生
課
へ

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
購
入

に
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
環
境
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

(
包
七
五

i
一一一

一
一)ペットボトル回収日

6月19日(水) 午前6時-8時30分

空き缶回収日

午前6時-8時30分6月28日(金)

一一ボ
カ
シ
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
一

町
半
額
助
成

町
で
は
、
ボ
カ
シ
を
使
い
よ
い

生
ご

み
堆
肥
で
花
や
野
菜
づ
く
り
を
す
る
た

め
に
ボ
カ
シ
生
ご
み
処
理
器

「
ボ
カ
シ

肥
料
専
用
容
器

D
X
l
N
」
の
ご
利
用

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
家
庭
内
の
生
ご
み
を
捨

て
ず
に
活
用
す
る
た
め
に
、
ボ
カ
シ
を

使
用
し
生
ご
み
を
発
酵
処
理
し
て
田
畑

に
堆
肥
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
の

園
指
定
取
扱
底
・
中
巨
摩
東
部
農
協

(
昭
和
・
常
永
・
西
条
)

)7~( 

E
M
ボ
カ
シ
を
使

っ
た
屋
内
用

の
生
ゴ
ミ
処
理
器
で
、
に
お
い
も

ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。

一一犬
の
避
妊
・
去
勢
手
術
一

飼
い
主
が
い
な
い
不
幸
な
子
犬
を
つ

く
ら
な
い
た
め
に
、
避
妊
・
去
勢
手
術

を
す
る
こ
と
も
、
動
物
愛
護
に
つ
な
が

り
ま
す
。

町
へ
犬
の
登
録
が
し
で
あ
れ
ば
、
避

妊
手
術
は
、

一
二
、

0
0
0
円
、
去
勢

手
術
は
、
八
、

0
0
0
円
の
補
助
が
あ

り
ま
す
。

犬
の
避
妊
・
去
勢
手
術
協
定
医
院
は

次
の
三
医
院
で
す
。

笠
松
動
物
病
院
(
西
条

一
区
)

高
野
動
物
病
院
(
西
条
二
区
)

A
M
C
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ

ッ
ク

(
河
東
中
島
)

家
族
の
一
員
と
し
て
、

責
任
を

持

っ
て
面
倒
み
る
こ
と
が
、
愛
犬

に
と

っ
て
一
番
の
幸
せ
で
す
。

平成8.6.1しょうわ広報③ 



児童手当の手続きは

お済みですか

児
童
手
当
と
は
、
児
童
を
養
育
す
る

人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、

家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質

の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
の
は
、
三

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で

前
年
の
収
入
が
二
疋
の
額
未
満
の
場
合

で
す
。

二
疋
の
額
は
下
の
表
①
の
と
お

り
で
、
支
給
額
は
下
の
表
②
の
と
お
り

で
す
。

こ
れ
に
該
当
す
る
人
で
ま
だ
請
求
さ

れ
て
い
な
い
人
は
至
急
請
求
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
請
求
し
て
所
得
制
限
に
よ
り

却
下
さ
れ
た
人
も
新
し
い
所
得
で
審
査

し
ま
す
の
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

児童手当・特例給付を受給されているみなさんへ

6月は「現況窟J提出月で、す

①表平成 7年度所得制限限度額表

扶養親族及び
児童手当所得額 特例給付所得額児 童 の数

O人 149万6千円 327万8千円

1人 179万6千円 357万8千円

2人 209万6千円 387万8千円

3人 239万6千円 417万8千円

4人 269万6千円 447万8千円

5人 299万6千円 477万8千円

|人につき 6万※老人扶養親族がある場合には、

円を加算する。

児童手当 ・特例給付の受給者は

毎年6月中に 「現況届」を提出す

る必要があります。

これは、受給者の所得が制限内

であることや児童の養育状況など

を確認するもので引き続き手当を

受給できるかどうかを決める大切

な届です。

現況届を提出しないと引き続き

受給資格があっても、 6月以降の

手当を受けられなくなりますので

必ず提出してください。現況届の

用紙は該当するみなさんにお送り

しますが未着の方は役場児童手当

係までご連絡ください。

なお、次の日程により 「現況届」

の受付を行います。

表② 支給金額表

児童 数 支給金額

第|・ 2子 5，000円

第3子以降 10，000円

」一一一一一一

特
例
給
とイ寸
lま

特
例
給
付
と
は
、
児
童
手
当
の
所
得

制
限
を
超
過
し
た
た
め
受
給
で
き
な
い

被
用
者

(厚
生
年
金
等
の
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
)
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、
所
得
制
限
が
児
童
手
当
よ
り
緩

和
さ
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
特
例
給
付

を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
が
厚
生
年
金
等

を
脱
退
し
た
場
合
(
勤
め
を
や
め
ら
れ

た
場
合
)
に
は
特
例
給
付
が
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
早
め
に

届
け
出
て
い
た
だ
か
な
い
と
や
め
ら
れ

た
月
の
翌
月
以
降
の
分
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

6月21日(金)

午前9時~午後4時

中央公民館 講堂

(役場西隣り)

時

'
rE
'
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トド

日

ap勿
E4
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内容についての詳しいことは町

民窓口課児童手当係 (fi75-2111)

までお問い合わせください。

:画※・・ ・礎きなだ家 圃圃園 事※裁弁山田・ ・ ・ ・ 園田;
1行 お 受学 募 かなどく庭こ ・E理軍掴 務お判護梨 主 相 相 場 日 ・，.ヨ ;
l政申 謹習 集 らいのもでの 圃・2孟畢司 局問所 士 県 催 談 談 ・・E璽.;
!課込 耐期 期 学 人 事の テ 講 ・E這置昌週 合・会調 ・ 担 内 -陸軍 ;
み 料間 間 ぴや情で キ 座 ・E事担 三わ法・停 後 当 容 所 時 .摩ヨ ;
1七・ た、ですスは ・II!.ヨ毘量 五せ律甲協 援 ・・量調 a

i五お無九五 六 い消消 。ト 、・E置ヨ聖冨 |は扶府会 ・員弁 等 関係交ル岡 十 六 ・・E置:
閉料月日月人費費育に消 聖恩塁臨調 一 、助地 甲 協十 護 、係、通パ島時月 ・RI;

l二 合 \ ~十に生者 児 よ費 陸軍E3・・ -甲 協 方府 賛八 士そ、土 事 | デ1 七 -酢望 ;
iーわ 十男日適活学やり 生 陸mヨ・ 三 府会・支 人 6 の 相 地 故ル パ 午 日 官事贈・ :
iーせ 二 女 j しに習 家 学活 E軍事彊・ 一 家 山 家部 人 他 続・損 I I後 1.謹掴 i
lー は 月不七てつに事ん の E重量ヨ・ ま庭梨庭 ・ ・ 財建 害 ム ト四 金 也監温 ;
役 問月いい参、で知 陸軍司・・ で裁県・山 調 産 物賠 七時 0 1n霊園 !

iま場 ) こ まで 加 仕い識 面画畠. 。判支簡梨 停 関 賃 償 階 午 GZ週;
jで企 十て基で事たを 圃圃圃圃 所部易県 委 係借関 シ 前 歯菌圃
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月 日 会場 対象地区

s月30日(日) 町総合会館 押原地区・常永地区 |

7月1日(月) 11 西条新田・紙漉阿原

2日(火) 常永児童館 飯 喰・河 西

3日(水) 11 上河東・上河東ニ区

4日(木) 西条小体育館 西条一区・西条ニ区

5日(金) IJ 西条ニ区

7日(日) 町総合会館 西条地区

8日(月) IJ 押越

9日(火) 清水新居公民館 清水新居

10日(水) 町総合会館 河東中島

11日(木) IJ 築地新居

受付時間 午前 8 時~10時30分

燃料でです町総合健診のご案内

6月30日r--....7月11日-日時・会場

-
健
診
内
容

一
般
健
診
・
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
エ
コ

ー
・
大
腸
が
ん
・
歯
科
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
ほ
か

・
ぉ
申
込
み
方
法

①
各
地
区
の
愛
育
班
員
さ
ん
を
と
お
し

て
の
お
申
込
み

班
員
さ
ん
の
い
る
地
区
の
人
は
班
員

さ
ん
を
と
お
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ

②
役
場
へ
の
直
接
申
込
み

-R班
員
さ
ん
の
い
な
い
地
区

女
日
曜
日
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は

班
員
さ
ん
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
役

場
へ
の
直
接
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

班
員
さ
ん
を
と
お
し
て
の
お
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
(
定
員
は
両
日
曜
日
と
も
二
五

O

人
)

-Rお申
込
み
期
間
六
月
七
日
(
金
)

l
十
四
日
(
金
)
ま
で
。
電
話
で
の
お

申
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
役
場
健
康
福

祉
課
(
七
五
|
一
一
一
一
こ
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

-
健
診
バ
ッ
、
グ
の
配
布
に
つ
い
て

①
愛
育
班
員
き
ん
を
と
お
し
て
の
お
申

込
み
の
人
は
班
員
さ
ん
か
ら
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

②
役
場
へ
直
接
お
申
込
み

の
人
は
、
次

の
日
時
に
総
合
会
館
で
直
接
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

女
六
月
二
十
四
日
(
月
)
午
前
九
時
1

午
後
七
時
ま
で
(
総
合
会
館
一
階
ロ

ビ
l
)
家
族
で
あ
れ
ば
代
理
人
で
も

結
構
で
す
。

-
お
間
合
わ
せ
は
総
合
会
館
内
役
場
健

康
福
祉
課
(
七
五
l

一
一
一
一
一

)
ま
で

町
職
員
人
事
異
動

(
昇
格
)

環
境
衛
生
課
長

(
)
内
、
旧

(
環
境
衛
生
課
長
心
得
)

井

口

悟

(
都
市
計
画
課
開
発

長

瀬

博

志

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

指
導
係
長
)

(
昇
任
)

町
民
窓
口
課
国
民
年
金
係
長
(
総
務
課
副

主
査
)

渥

美

幸

久

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
(
温
水

0

ア

ー

ル

副

主

査

)

保

坂

正

造

経
済
課
地
域
振
興
係
長
(
経
済
課
副
主
査
)

長

田

信

夫

建
設
課
建
設
係
長
(
建
設
課
副
主
査
技
師
)

今

沢

幸

広

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長
(
生
涯
学
習

課

副

主

査

)

中

野

良

男

(
配
置
が
え
)

総
務
課
長
(
企
画
行
政
課
長
)風
間

(
区
画
整
理
課
長
)斎
藤

辰
男

税
務
課
長

.A.当選証書付与式

任
期
満
了
に
伴
う
本
町
の
農
業
委
員

選
挙
は
、
五
月
七
日
告
示
さ
れ
、
定
数

(
日
)
と
同
数
の
立
候
補
届
出
が
あ
り
、

日
人
が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
議
会

・
中
巨
摩
東
部
農
協

な
ど
か
ら
の
推
薦
者
五
人
も
決
ま
り
ま

し
た
。
任
期
は
三
年
間
。

o
立
候
補
当
選
者
(
届
出
順
・
敬
称
略
)

笹

本

照

男

現

清

水

新

居

野

沢

寛

巳

新

河

西

進

(
税
務
課
長
)柳
沢

企
画
行
政
課
長
(
町
民
窓
口
課
長
)

福

島

正

明

都
市
計
画
課
長
(
健
康
福
祉
課
長
)

内

藤

弘

建
設
課
長
(
経
済
課
長
)

中

沢

孝

造

区
画
整
理
課
長
(
建
設
課
長
)黒

田

幸

夫

健
康
福
祉
課
長
(
都
市
計
画
課
長
)

井

上

俊

男

経
済
課
長
(
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

都

築

勝

人

都
市
計
画
課
開
発
指
導
係
長

(
税
務
課
資

産
税
係
長
)

佐

野

成

男

経
済
課
農
政
係
長
(
環
境
衛
生
課
環
境
衛

生
係
長
)

笹

本

久

弘

企
画
行
政
課
行
政
係
長

(
町
民
窓
口
課
国

民

年

金

係

長

)

河

西

実

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
長
(
経
済
課
地

域

振

興

係

長

)

雨

宮

章

人

税
務
課
資
産
税
係
長
(
企
画
行
政
課
企
画

係

長

)

小

林

耐

三

企
画
行
政
課
企
画
係
長
(
企
画
行
政
課
行

町
民
窓
口
課
長

克
子

高

野

秀

次

角

野

幹

男

坂

田

文

一

海

野

一

夫

山
本

幸

雄

伊

藤

栄

小
宮
山
秀
俊

小

林

学

野

沢

稔

現現新新新新現新新

飯

喰

西
条
一
区

西
条
新
田

押

越

河
東
中
島

紙
漉
阿
原

西
条
二
区

築
地
新
居

上

河

東

0
昭
和
町
議
会
推
薦

井

口

芳

浩

新

西

条

二

区

清

水

道

雄

現

押

越

早

川

朝

造

新

飯

喰

O
中
巨
摩
東
部
農
協
推
薦

石

原

図

夫

元

河

西

0
峡
中
・
南
部
農
業
共
済
組
合
推
薦

牧

野

方

宏

現

清

水

新

居

政

係

長

)

海

野

豊

町
民
窓
口
課
国
民
健
康
保
険
係
長
(
教
育

委
員
会
学
校
教
育
係
長
)

依

田

吉

美

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
長
(
町
民
窓
口

課
国
民
健
康
保
険
係
長
)

佐
久
間
喜
美
江

都
市
計
画
課
(
健
康
福
祉
課
)大

森

保

夫

教
育
委
員
会
温
水
プ
1

ル
(
区
画
整
理
課
)

佐
久
間
紀
彦

区
画
整
理
課
(
建
設
課
)
伊
藤
辰
美

健
康
福
祉
課
(
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
)

三

井

浩

樹

建
設
課
(
町
民
窓
口
課
)
野
中
由
美

町
民
窓
口
課
(
建
設
課
)
丹
沢
由
美
子

町
民
窓
口
課
(
健
康
福
祉
課
)申
s
阜
同

健
康
福
祉
課
(
町
民
窓
口
課
)深
沢

真
紀

平成8.6.1しょうわ

敦
美

(
嘱
託
)

総
務
課
(
環
境
衛
生
課
)

環
境
衛
生
課
(
出
納
室
)

出
納
室
(
総
務
課
)

保
坂
寿
々
子

米

山

律

子

田
中
み
さ
子

広報⑤ 



A高野肇氏

(;青水新居)

社会福祉協議会事務局長に• 
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、
五
月

一
日
付
け
を
も
ち

ま
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
長

を
拝
命
致
し
ま
し

た
。最

近
の
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
等
、

肇氏が就任高野

のお知らせ

昭和町心身障害者適所授産施設

祭り

平
成
六
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
心
身
障

害
者
の
福
祉
作
業
所
(
河
田
武
所
長
)

「
み
つ
ば
ち
の
家
」
で
は
、
左
記
の
と
お

り
第
三
回

「
み
つ
ば
ち
の
家
」
祭
り
を

聞
き
ま
す
。
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
で
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

一、
日
時
六
月
二
十
三
日
間
午
前
十
時

二
、
会
場

「
み
つ
ば
ち
の
家
」
前
庭

=一、
催
し
内
容

美
濃
焼
陶
器

コ
ー
ナ
ー
、
遊
休
品
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
バ
ザ

l
、
フ
リ

l
マ

ー
ケ

ッ
ト
、
焼
そ
ば
、
青
果
、
か
き

氷
等
各
コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
他

回
、
遊
休
品
等
の
提
供
、
又
は
、
売
場
協

力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
フ
リ

l
マ
ー
ケ

ッ
ト
参
加
者
を
募
り
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
る
方
は
、
昭
和
町

社
会
福
祉
協
議
会

(
T
E
L
七
五
|

O
六
四

O
)
又
は
、
直
接

「
み
つ
ば

ち
の
家
」
事
務
局
牛
山

(
T
E
L
七

五
|

一
一
六

O
一
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
「
み
つ
ば
ち
の
家
」
は
、
築
地

新
居
区
公
会
堂
の
北
側
に
あ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
、
い
つ
で
も
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

福
祉
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
で

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

し
か
し
、
幸
い
本
町
に
お
き
ま
し
て

は
心
の
通
う
町
づ
く
り
と
し
て
、
現
在

き
め
細
か
な
施
策
が
推
進
さ
れ
て
お
り

こ
の
点
で
は
心
強
い
限
り
で
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
で
も
地
域
福
祉
の

「みつはちの家」豆e

重
要
性
を
認
識
し
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
会
長
の
ご
指
導
を
項
く
中
で
、

誠
心
誠
意
努
力
致
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
行
政
並
ぴ
に
議
会
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
と
各
団
体
及
び
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ございますフおめでと白寿祝町
で
は
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
九
十
九
歳
を
迎
え

ら
れ
た
方
に
対
し
、
白
寿
の
お
祝
を
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
四
月
十
三
日
。
め
で
た
く

九
十
九
歳
の
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
お

二
人
を
泉
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。
一

人
は
西
条
二
区
の
竹
中
と
り
の
さ
ん
、

も
う
一
人
も
同
じ
く
西
条
二
区
の
秋
山

も
す
ー
さ
ん
。
お
二
人
に
は
泉
町
長
か

ら
、
祝
金
・
金
杯
な
ど
の
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

長
寿
の
秘
訣
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

⑥ 

企秋山もすJさん

平成8.6.1

企竹中とりのさん

広報 しょうわ

「よ
く
食
べ
て
、
よ
く
眠
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
あ
と
趣
味
を
持
つ
こ
と
も
大
切

で
す
。
私
は
詩
吟
が
楽
し
み
な
ん
で
す

よ。
」
と
竹
中
さ
ん
。

「無
学
・
無
芸
で

す
が
、
じ

っ
と
し
て
い
る
の
が
苦
手
で
、

い
つ
も
動
い
て
い
ま
す
。
L

身
の
回
り
の

こ
と
を
自
分
で
し
て
い
る
の
が
健
康
の

秘
訣
か
し
ら
。
家
の
庭
の
草
木
の
手
入

れ
も
好
き
な
こ
と
の
一
つ
で
す
。
」
と
秋

山
さ
ん
。

お
二
人
の
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
し
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
、
お
元
気

で
。



6月のこよみ
平成B年 1996 

水無月 JUNE
ゐ怠 づき

見やすいところに賠るなどしてご利用ください

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
限
円
、
午
後
二
時
か
ら

一止
し
い
六
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ

ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(宮
七
三
l
E
O
三
間
)

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら
グ

犬
が
い
な
く
な

っ
た
ら
、
ま
ず
役

場
環
境
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
宮
七
五
|

一一

一
一
一)

「
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
、

し

っ
か
り
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
」

六
月
七
日
幽
・
二
十

一
日
働

午
前
十
時
五
十
分

i

十
時
五
五
分

.
場
所

総
合
会
館
前

※
収
集
車
が
く
る
ま
で
は
飼
主
も
い

っ
し
ょ
に
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

摘
の
場
合
は
必
ず
麻
袋
な
ど
の
丈
夫

な
袋
に
入
れ
て
ヒ
モ
で
し

っ
か
り
封

を
し
て
く
だ
さ
い
。

先
勝7 赤

口5室
世界環境デー

4仏滅
歯の衛生週間

先
負3 

~， ;::校カウンセラー相談LI I総合健診qJ込み(ー14日)
('1"火公民館午前9I1W'-) 1町:子手111長交付及び一般
ri*JJi石炎 f防桜飯 1 j~fR相談(総合会館)

(総合会館テニス教室
i[h絵教室 1 ft;iJえなくなった)(. jili 

収集11

-

T
B
i
 

一臨

時

控

)

・十寸
μ
目

車
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コ
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り

剣
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合
1

つ
い
河
合

一
耳
目

公

ひ

{

ノ

山

A
h

一心
は
時
リ
側

一室一教一ス
一一ア一館

ラ
公
寸

一
休
セ
央
ト

一
ル
ン
中
日
目

一
一

ウ
ヨ
有

一ブ

カ
設
午

一水

校
相
館

一温
日
学
一
民

2友弓|
危険物安全週間

(-8日)

総合会館温泉定
休日

友
ヨl14 

別整理期間)

13 先勝
図書館休館日

赤
口12 大

安11 10録
時の記念日

先
負

手校JJu--引子云瓦 ~J:~ ー
ー相談日(中央公
民館午前 9時-)
日本脳炎予防接
種 (総合会館)
油絵教室

心配ごと相談
(総合会館午後 1
時-)
乳児健診
(総合会館)

温水プール休館!手し児健診
日 I (総合会館)
学校カ ウ ンセラ lテニス教室
一相談日(中央公
民館午前 9時-)マ

fム
滅n
l
至

nJι
育
五九

先
負20 友

ヨ|19 18露
海外移住の日

整理期間)ー+

17 赤口
日
一

向
邑

一

公
回
同

一

休
一

館

一
大
安

司
ヨ

E
-

Eι

図
一氏
U
の

4
1
父

総合会館温泉定 |図書館・温水プーI1歳 6ヵ月 児健l心配ご、と相談 l学校カウンセラ1'FJ;i来日 |テニス教室
休日 |ル休館日 |診(総合会館) I (総合会館午後l時-)1('1'央公民館午前9時-) I飼えなくなった
NTT杯昭和IOT I ~;校カウ ン セラー相談日 l テニス教室 iリハビ リ教室 |読み聞かせとお訴の会|犬・描収集日
ママさんノ〈レー 1('1'央公民館午前911ト) I I (総合会館 I(岡持館午後 111寺-)
ボール大会 |母チ手帳交付及ぴ一般健ペッ トボト ル回 I LI 本)ji~ 炎子防接種

I~t相談(総合会館 I~又日 I (総介会館)

28室
貿易記念日

イム
滅27 26 ~ 

国連憲章調印記念日

友
ヨ!25 先

勝24 

学校カ ウンセラ |図書館休館日
一相談日(中央公 1空き缶回収日
民館午前 9時-)IBCG接種

(総合会館午後 I
時-)

心配ごと相談
(総合会館:LI後l尚一一)
リハビリ教室(総合会館)
粗大ゴミ

ツベルクリン反応(総合
会館午後 111寺-)

※収集 Hが悦 11の場介は収集業務は

いたしませんので次lulの収集 11を
ご利則 くfこさし、。

※必ず町指定の収集袋を使用してく

ださし、。黒いビニール袋などでは

mさないでください。
※収集袋、予)j~、しには必ず氏名、電訊

昇平11.]を記入してください。frrr;j;しは
来日大ゴミ に使刑してください。

※収集 1.1のと"11.:1午前 B時30分までに

Jドlしてく fごさ L、。

※燃える物、燃えない物の分))IJはし

っかりおこなってくださいo

※粗大ゴミをJi"く処瑚したいブjは、

役場以境衛生課へご相談ください。

宮 75-2111 (内線226)

西 西 清 西 |押河紙築飯河上主
条条水条|東漉地 刈| 河東
一二新新|中阿新 一

区 区 居 田 |越島原居喰西東区

毎週火・金曜日 |毎週月・木曜日

4日.7日・竹田.14E3 I 3日.6日・↑O日・↑3日
↑8日.21日.25日.28日 I17日.20日.24日・27日
第2水曜日・第4水曜日|第?水曜日・第3水曜日

12日・ 26日 5日・ 19日

地

区

燃
え
る
物

セ
ト
モ
ノ

ガ
ラ
ス

26日(第4水曜日)

23百
オリンピックテ。ー

沖縄慰霊の日

一水ブー…|ル休館日 I (総合会館)
!学校カウンセラー相談日|テニス教室
I (中央公民館午前9時-)
|乳児整形外科検診

|母子手帳交付及び一般

ゴ粗
ミ大

先
勝

総合会館温泉定
休日

30 

~町総合健診

(，，-， 7月刊日)

平成8.6.1しょうわ広報⑦ 



手し 児 健 康 吾ロ合ジ 査

実施日 該 =リfゴ ノi日し 受付時間

平成8年2月生まれ 午後1時-----1時15分

6月刊日
(火)

平成7年11月生まれ 午後?時30分-----2時

実施日 =員三τえ 当 ノ!日し 受付時間

平成7年5月生まれ 午後f時-----1時15分

6月12日
(水)

平成7年8月生まれ 午後T時30分-----2時

場所 総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整形外科検診

実施日 6月24日(月)
受付時間午後1B寺-----1時15分
場 所総合会館

該当児 平成 8年 2月~平成 8年 3月生まれのお子さん

持ち物 母子手帳 ・筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セットの配布・ 2月生まれ

*予防接種の説明と予診票・パンフレット等の配布・・・3月生まれ

4歳 6か月児健康診査
実施日 6月18日(火)

受付時間午後T時-----1時30分

場 所総合会館

該当児 平成6年10月~平成 6年11月生まれのお子さん

及び前回未受診のお子さん

持ち物 母子手帳 ・1歳 6か月児健康質問票

2 歳児歯科検診

実施日 6月25日(火)

受付時間午後T時-----1時30分

場 所総合会館

該当児 平成6年 2月~平成 6年4月生まれのお子さん

持ち物 母子手帳・ 質問票・歯ブラシと コップ

田子手帳受付及び一般健康相談

日時 6月7日(金)・ 17日(月) .24日(月)

午前9時~竹時30分
場 所総合会館

※母子子11長の交付を希望される方は、印鑑をお持ち下さい。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

※予防接種についてのこ相談も受け付けています。

~11I 乏2・ ck ク

日本脳炎予防接種

日本脳炎の予防接種は、これまで 「一般的な臨時の予防接

不重」でしたが、 予防接種法の改定により、昨年から他の予防

接種と同じように 「定期の予防接干重」になっています。

実施日 6月6日(木)・ 13日(木) .20日〈木)
受付時間午後1時-----2時

場 所町総合会館保健センター

対象!尼 対象年齢内(生後90月以内)で

-昨年、 一昨年に 1期初回を接種したお子きん

.H3年 6月-H4年5月生まれで1期初回が

未接種のお子さん

*上記の対象児以外で、 H3年 5月以前の出生(対象年齢内)

で接種を希望されるお子さんは、予診票をお渡ししますの

で、総合会館までおいでください。

*H4年 6月一H5年 5月生まれの方は、今年度個別按種で

4妾手重を行っています。

持ぢ物 母子手11長・予診票

接種対象

年齢表

標準的な年齢

1期初回 3 歳

11 追加 4 歳

2 期 小学校 4年生

3 期 中学校3年生

対象年齢 回数

生後 6-90月 2回

生後 6-90月 l回

9歳-12歳 1回

14歳-15歳 1回

*基礎免疫 1期 3回が完了していないと、小中学校で行う接

種を受けても免疫効果があまり期待ていきません。

*基礎免疫がないお子さんが、基礎免疫をつけるために予防

接種[~去のもとで接種を受け ら れるのは生後90月までです。

ツベルクリン反応横査とBCG接種
目 時|ツベルクリン接種 |判定・ BCG接種 |

| 6月26日体 6月28日働 | 
| 受付時間午後?跨---1時45分 | 

場 所総合会館保健センター

対象児 O平成7年10月~平成8年1月生まれ
04歳未満でBCGを未接種のお子さん

持ち物 母子子|帳・予診票

1) /¥ ビ 1) 教

対象者町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など)

訓練会場 総合会館機能訓練室

(会場まで車の送迎をいたします)

訓練日程 6月5日(水) ・19日 (水) ・26日(水)

F 晶『

主

-保健・健康に関するお問合せは
役場健康福祉課保健指導係

fi75-2111 内線252・253までどうぞ

広報 しようわ 平成8.6.1⑧



企佐野閏子さん

西条1838-1

fi'75-2483 

企長田隆子さん

清水新居373

fi'22-2630 

企雨宮和子さん

河東中島2029

宮 75-3267吃士 口口口 c t 
謡選

山梨県消費生活相談員・民間価格調査員に

3人の方が県から委託されました

企高齢者向け郵便切手

満
苅
歳
以
上
の
人
に
高
齢
者

向
け
郵
便
切
手

5
枚
・
郵
便

書
簡

5
枚
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
0

・
お
近
く
の
郵
便
局
へ
ど
う
ぞ

平
成
八
年
七
月
一
日
ま
で

消
費
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
・
.. 

消
費
生
活
相
談
員
は
皆
さ
ん
の
消
費

生
活
の
安
定
と
向
上
を
目
指
し
、

「
山
梨

県
消
費
生
活
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
消
費
者
の
相
談
窓
口
と

な
り
、
と
も
に
問
題
を
解
決
し
て
い
き

な
が
ら
、
消
費
者
の
意
見
や
要
望
が
行

政
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
政
と
消

費
者
と
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
に
関
す

る
意
見
や
要
望
、
質
問
事
項
、
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
や
表
示
内
容
に
つ
い
て

偽
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
小
売
庖
な
ど
を
対
象
に
実
施

す
る
調
査
の
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

...高齢者向け郵便書簡

満
七
十
歳
以
上
の
人
で
お
一
人
に
つ

き
、
高
齢
者
向
け
郵
便
切
手
五
枚
及
ぴ

郵
便
書
簡
五
枚
を
申
し
出
に
よ
り
贈
呈

い
た
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
八
年
七
月
一
日
ま
で

申

込

先

お

近

く

の

郵

便

局

ご
希
望
の
人
は
、
運
転
免
許
証
、
国

民
健
康
保
険
証
な
ど
、
生
年
月
日
を
確

認
で
き
る
資
料
(
写
し
可
)
を
ご
持
参

の
上
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
人
に
代
わ
っ
て
代
理
人
で

も
結
構
で
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い

。

医 大病院から

l健康lメlモl
*虚血性心疾患の予防
山梨医科大学医学部附属病院助手

石井博之第二内科

現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
二

位
は
心
疾
患
で
あ
り
、
特
に
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
に
代
表
さ
れ
る
虚
血
性
心
疾

患
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
は
、
冠
動
脈
と
い
う
心
臓
の

筋
肉
(
心
筋
)
に
血
液
を
供
給
す
る
血

管
が
、
動
脈
硬
化
や
血
栓
な
ど
に
よ
り

細
く
な
っ
た
り
詰
ま

っ
た
り
す
る
こ
と

で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
心
臓
へ

の
血

液
の
減
少
や
途
絶
は
、
心
筋
の
酸
欠
状

態
(
虚
血
)
を
生
じ
さ
せ
、
一
過
性
の

も
の
で
あ
れ
ば
狭
心
症
、
心
筋
が
部
分

的
に
死
ん
で
し
ま
う
強
い
障
害
で
あ
れ

ば
心
筋
梗
塞
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

障
害
が
大
き
い
程
心
臓
の
ダ
メ
ー
ジ
も

強
く
、
命
に
関
わ
る
危
険
も
増
大
し
ま

す
。こ
う
し
た
病
気
を
予
防
す
る
に
は
日

常
生
活
で
の
注
意
が
重
要
で
す
。
虚
血

性
心
疾
患
に
な
り
易
い
と
い
わ
れ
る
状

態
が
あ
り
、
総
称
し
て
冠
危
険
因
子
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
因
子
を
減
ら

す
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
の
予
防
が
可
能

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
代
表
的

な
冠
危
険
因
子
と
さ
れ
る
も
の
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

ー、

タ
バ

コ

2
、
高
血
圧

3
、
糖
尿
病

4
、
痛
風
・
高
尿
酸
血
症

5
、
高
脂
血
症
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
の
上
昇
)

6
、
肥
満

こ
の
よ
う
な
も
の
以
外
に
も
ス
ト
レ
ス

や
疲
労
な
ど
が
影
響
す
る
と
も
い
わ
れ
、

因
子
の
数
の
増
加
と
共
に
虚
血
性
心
疾

患
に
な
る
率
も
上
昇
し
ま
す
。

普
段
か
ら
こ
の
よ
う
な
因
子
に
注
意

し
な
が
ら
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
や
適
度

な
運
動
を
心
が
け
、
生
活
習
慣
を
改
善

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
基
本
的
に
重
要
な

こ
と
で
す
。
ま
た
、
町
内
で

の
健
診
な

ど
の
機
会
を
積
極
的
に
利
用
し
て
、
自

分
自
身
の
健
康
状
態
を
定
期
的
に
把
握

し
て
お
く
事
が
肝
要
で
す
。
冠
危
険
因

子
が
日
頃
の
注
意
で
も
改
善
で
き
な
い

場
合
に
つ
い
て
は
、
病
院
で
検
査
や
治

療
な
ど
を
受
け
な
が
ら
経
過
を
見
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
日
常
生
活
で
の
自
己
管
理
が
第

一
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「毎
日
の
注
意
の
積
み
重
ね
が
、

心
疾
患

の
予
防
に
つ
な
が
る
L

と
い
う
こ
と
を

忘
れ
ず
に
健
康
管
理
を
実
践
し
て
下
さ

平成8.6.1しょうわ
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山伏J11 (河東中島〉〈えE年も見事な桜ヵ半平ユ
〈え

4え

今川〈紙漉阿原〉

諏訪神社〈河西〉

山伏川(河東中島) ・今川(紙漉阿原)

諏訪神社(河西)などの桜が、今年も見事な

花を咲かせましだ。

今年は、低温の日が続き、開花ガ少し遅れ

だようですが、その分「おおかぜJ にも吹か

れず、いつもの年より少しだけ長<桜の花を

楽しむことができだのではないでしょうか。

kh' 

N
出

F来来来来持、実批本来世ポ弘前向
町
、2F来ψ本来来立市

四
月
二
十
二
日
、
第
十
四
回
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
の

5
ヶ
月
間

に
わ
た
り
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

二
十
三
チ

l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ

る
リ
ー
グ
戦
は
各

A
、

B
、

C
リ

l
グ

に
わ
か
れ
、
総
当
た
り
戦
で
順
位
を
決

定
し
ま
す
。
毎
週
月
、
水
、
金
の
午
後

八
時
か
ら
押
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行

っ
て
h

だ
さ
い
。

Cリーグ 8リーグ Aリーグ

1 .ラビット 1.目立甲府 1 .西条二区A

2.ノンキーズ 2.西条二区B 2.356ブラザーズ

3.上河東クラブ 3.押越クラブ 3.スリー工スクラブ

4.湯楽会 4.押原クラブ 4.昭和クラブ

5.ワカツキスピリツツ 5.築地クラブ 5.一般男子

6.西条一区べ戸ーズ 6.西条一区クラブ 6.飯膿フレンタース

7.河西クラブ 7.テツチャンス、 7.トラパーズ

8.河西F.F.C 8.中富クラブ

平成8.6.1 ⑩しょうわ広報

8月上旬まで熱戦を繰りひろげます。
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SHOWA NEWS 
EE・E・・ E・・・・・・・ E圃..・・ E圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃.....・ E・E圃圃圃圃圃園圃圃圃圃 E・...町文化協会では部員を募

集しています。
常
永
・
園
田
両
駅
の

駐
輪
場
を
整
理

企常永駅前

国母駅前砂

町内在住者なら、

文化協会専門部

川柳・俳句・ 短歌・囲碁・将棋・ 書道・華道・

絵画・社交ダンス・大正琴 ・写真 ・コーラス・詩

吟・舞踊・郷土研究・盆栽・七宝焼・ハンドクラ

フト・版画・茶道 ・陶芸 ・歌謡・ 英会話・民謡。

お間合わせは、教育委員会生涯学習課(75-3737)まで

どなたでも入会できます。

本
年
度
か
ら
、
町
で
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
、
常
永
・
国

母
両
駅
の
駐
輪
場
の
整
と
ん
を
行

っ
て

い
ま
す
。

休
日
以
外
の
毎
日
、
朝
七
時
か
ら
九

時
ま
で

の
二
時
間、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
て
い

ね

い
に
自
転
車
を
並

べ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
放
置
自
転
車
な
ど
の
撤
去

も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
駅
前
の
駐
輪
場

を
定
期
的
に
整
と
ん
す
る
こ
と
で
、
放

置
自
転
車
な
ど

の
数
も
グ

ッ
と
減
る
こ

と
で
し

ょ
う
。

E~主調毘宮期間GI平成10年2月2白から

新郵便番号制がスタートします

現行の郵便番号が本町では平成10年 2月2日か

ら、 7桁になります。

金

拾

高

円

西

条

ニ

区

竹

中

正

裕

様

竹
中
様
に
は
、
母
堂
と
り
の
様

(九

十
九
歳
)
が
白
寿
を
迎
え
ら
れ
、
泉
町

長
か
ら
慶
祝
訪
問
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
ご
家
族
の
ご
意
志
に
よ
り
、

右
金
額
を
町
社
会
福
祉
協
議
会

(会
長

泉
幸
弘
)
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
母
堂

と
り
の
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
長
寿
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

金
拾
寓
円
河
東
中
島
志
村
ま
さ
江
様

(故
志
村
喜
久
様
御
遺
族
)

故
志
村
喜
久
様
に
は
、

町
総
務
課
長
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
々
長
等
長
年
に

わ
た
り
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
故
人
の
遺
志
を
活
か
さ
れ
、

御
遺
族
か
ら
右
金
額
が
町
社
会
福
祉
協

議
会

(会
長
泉
幸
弘
)

に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
故
人
の
ご
冥
福
を
お
折
リ
す
る

と
と
も
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

上 河 飯
士築也 地築 漉紙

河東島中

手甲 西
水新清
西

j可 条新
新 新 阿

東 酉 喰 田 居 原 越 回 居 フ*

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 。。。。。。。。。。。
9 9 9 9 9 9 g g 

3 3 3 3 3 
8 8 8 8 8 8 
6 5 5 5 6 6 6 6 
2 2 4 3 3 4 5 6 

新
郵
便
番
号
制
が

導
入
さ
れ
て
も
、
で

き
る
だ
け
ご
負
担
を

少
な
く
し
、
円
滑
に

新
郵
便
番
号
制
に
移

行
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
郵
便
サ

ー
ビ
ス
の
改
善

・
向

上
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め
図
書

【
一
般
図
書
】

台
風
娘
薄
井
ゅ
う
じ

ス
ト
!
ミ
l
・
ブ
ル
ー

鯨
洋
一
郎

ピ
ピ
ネ
ラ

松
尾
由
美

戸
イ
デ
ア
を
捜
せ

阿

刀

田

高

文

筆

春

秋

マ
イ
・
ド
ッ
ク
・
ス
キ
ッ
プ

ウ
ィ
リ
l
・
モ
リ
ス
筑
摩
書
房

講
談
社

ス
コ
ラ

講
談
社

{
児
童
図
書
】

忍
者
に
な
り
た
い

小

山

勇

と
き
巳
は
風
に
な
っ
て

堀

内

純

子

あ

か

ね

書

房

耳
の
中
の
小
人

ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
ーさ
・
え
・
ら
書
房

た
ま
ご
は
い
く
つ
0
・

デ
ュ
ボ
ア
ン
ザ
ン

な
か
よ
し
さ
ん

フ
ァ
ー
ミ
ン

童
仙
社

こ
ぐ
ま
社

大
日
本
給
画

平成8.6.1しょうわ広報⑪ 
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防火管理者資格付与講習会がひらかれます。

。甲種防火管理講習(2日間の受講が必要です)

1回目 7月18日(木)19日(金)

会場 甲府市蓬沢一丁目15-35

「山梨県自治会館 1階講堂」

ft0552-37-5711 

※定員 200人

2回目 7月22日(月)23日(火)

会場 甲府市伊勢三丁目8-23

甲府地区消防本部 3階講堂

ft0552-22-1190 

※定員 150人

※当会場には駐車場がありませんのでご注意 ください。

受講料 3，500円(テキスト代)

受付期間 7月 1日(月) -5日(金 5日間

午前 8時30分~午後4時30分

※定員になり次第締め切ります。

※願書は、甲府地区消防本部または中央・南・西の各消

防署に用意してあります。

受付・お間合わせ

甲府地区消防本部広報課ft0552-22-1190

甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
幼
児
・

小
学
生
な
ど
の
水
に
よ
る
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
救
急
法
の
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

講
習
期
間

六
月
十
七
日
刊

l
七
月
三
十
一
日
附

(
希
望
に
よ
り
期
間
外
で
も
受
付
け

ま
す
。
)

お
申
込
み
・
お
間
合
わ
せ

中
央
消
防
署
岱

二
二
!
二
三
二
六

南

消

防

署

包

二
二
|

一
一
九

O

西

消

防

署

宮

七

六
1

三
八
二
五
の

各
救
急
係

-
救
急
法
講
習
会
か

-

-一

ひ
ら
か
れ
ま
す

一-

青
少
年
国
際
安
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

日
時

平
成
八
年
七
月
二
十
五
日
(
木
)

j
七
月
二
十
八
日
(
日
)

〈

小

学

生

〉

定

員

日

本

人

一
八
O
名

(
原
則
と
し
て

4
年
生
以
上
)

外

国

人

七

O
名

場
所

静
岡
県
立
あ
さ
ぎ
り
野
外
活

動
セ

ン
タ
ー

〈
中
学
・
高
校
生
〉

定

員

日

本
人

一
五
O
名

外

国

人

五

O
名

場

所

山

梨

県
立
本
栖
湖
青
少
年
ス

ポ
l
ツ
セ
ン
タ
ー

お
間
合
わ
せ

企
画
行
政
課
(七
五
!
一一一一

ま
で

CJ- 生きがいパスヘご参加ください。
今年も65歳以上の人を対象に「老人生きがいパス旅行」

を実施します。 1~白 2 日の愛知県三河・西浦温泉方面へ

の 「生きがいパス旅行」です。ゆっくり温泉にっかり、

楽しいひとときを過ごしてみてはいかがですか。

③ 実施日 6月12日・ 13日 1泊 2日

③ 場 所愛知県三河・西浦温泉

② 負担金ひとり 16，000円

② お申込み

老人クラブ員は各区の老人クラブ会長に負担金を

添えて、お申込みください。

その他の人は、 各区の老人クラブ会長か、役場健

康福祉課 (75-2111)へお申込み ください。

③ お申込み締切り 6月5日(水)

EDI蓮司E露)1臼行楽ヘご参加ください。
母子 ・父子 ・寡婦世帯を対象とした 1日行楽です。日

常生活を離れ1日楽 しんでみませんか。なお、お子さん

のお申込みは18歳(高校 3年生)以下とさせていただき

ます。

② 実施日 6月30日(日)

③ 場 所静岡県方面

③ 負担金ひとり3，000円

② 定員 40人

③ ぉ申込み

各区の母子寡婦福祉会役員か、役場健康福祉課(75

-2111)へ負担金を添えてお申込みください。

③ お申込み締切り 6月14日(金)

※定員になり次第締切りです。

②

お
申
込
み

六
月

一
日
か
ら
お
申
込
み
を
開
始
し

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
で
す
。

②

そ

の

他

利
用
チ
ケ

ッ
ト
(
回
数
券
大
人

3
、
0

0

0
円
、
幼
児
5
0
0
円
)
と
水
着
・

水
泳
帽
・
タ
オ
ル
を
ご
用
意
く
だ
さ

※
申
込
み
・
お
間
合
わ
せ
は

町
立
温
水
プ
l
ル
(
七
五
1

九
八
一
一
)まで
。

親
子
水
深
教
室
ヘ

ご
参
加
く
だ
さ
い

水
に
慣
れ
親
し
む
予
」
と
か
ら
始
め
、

親
子
で
楽
し
く
水
泳
を
。

a対
象

二
歳
以
上
で
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
親
0

3
定

員

十

五

組

ヘ九一ψ

会

場

町

立

温

水

プ

l
ル

』忌
日

時

六

月

十

九

日

j
七
月
十

日
の
水
・

金
曜
日
(
七

回
)
午
後
三
時
か
ら
四

キ
寸

仁町内突通事故コ
発生件数
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==4月分

|件数 |負傷 |死者 |
物損46件 I16人 I0人
(+11) 

TTrl(-3)|(土 0)
( )内は、前月比
(西条・押原駐在所調べ)

昨
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六

分
頃
、
淡
路
島
北
部
を
震
源
と
し
て
発

生
し
た
大
震
災
か
ら
一

年
五
ヵ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
時
の
救

助
隊
員
が
撮
影
し
た
、
消
火
、
救
助
及

び
被
害
状
況
等
の
写
真
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
、

日
頃
の
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
再
認

識
し
て
く
だ
さ
い
。

展
示
場
所
甲
府
地
区
消
防
本
部
一
階

展
示
コ

ー
ナ
ー

展
示
期
間
七
月
下
旬
ま
で

阪
神
・
淡
路
大
震
災
写
真

展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設

国保ミ二だより
町が医療機関などに支払った 3

月分の医療費は、約3，426万円で

す。(前年同月比7.4%の滅)病気

の予防は、早期発

見、早期治療が大

切です。むやみな

転医はつつしみ、

医療費を大切に使

いましょう 。

I __‘-‘ . 、~‘ 包 a・・PO・a・-
0... -~ r-'" -" 
\~/ 'V....;f 
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一一
山
梨
県
緑
化
推
進
会
議
会
長
賞
受
賞

一一

飯
喰
花
の
会

受
賞
さ
れ
た

「飯
喰
花
の
会
」
の

責
任
者
で
あ
る
磯
部
巌
さ
ん
は
、

「や

は
り
会
の
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
の
お

か
げ
で
、
こ
の
名
誉
あ
る
表
彰
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

水
不
足
が
続
い
た
暑
い
夏
の
日
に
水

を
何
回
も
ま
い
た
こ
と
や
、
草
取
り

な
ど
の
苦
労
を
思
い
出
す
」
と
受
賞

の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

花
の
あ
る
風
景
は
、
私
た
ち
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

スポット

平
成
八
年
四
月
二
十
九
日

小
淵
沢
町
の
「
ス
パ
テ
ィ
オ

小
淵
沢
L

に
お
い
て
、
平
成
八
年
度

県
民
緑
化
ま
つ
り
が
ひ
ら
か
れ
、
そ

の
席
上
本
町
の
「飯
喰
花
の
会
」
(責

任

者

磯

部

巌

さ

ん

)

が

山

梨

県

緑
化
推
進
会
議
会
長
賞
(
地
域
緑
化

の
部
)
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
県
内
に
所
在
す
る

集
落
ま
た
は
、
個
人
の
家
等
で
地
域

の
環
境
に
配
慮
し
た
緑
づ
く
り
を
行

っ
て
い
る
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
今
回
、

「
飯
喰
花
の
会
」
が

行
っ
て
い
る
常
永
川
河
川
敷
の
コ
ス

モ
ス

の
保
護
・
育
成
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

飯
喰
花
の
会

昭
和
六

O
年
に
結
成
以
来
、

常
永
川
河
川
敷
に
コ
ス
モ
ス
の

種
子
を
ま
き
、
保
護
、
育
成
に

努
め
て
い
る
。
現
在
会
員
は
約

百
人
。

企会員みんなで、美化に努めます。

闘E司鴫潤隈思想曙標額思想蝿蹟爾割瞭罵'
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来杉 状
tえ~a-ì丸の 会 f{

f員全IJ'.i¥.l立対ifιの宝*性士
吉品;弘IJ色坑杖イじJ)j主五1./こ

尽 地ずれ引 k

ヰの持続IJ.$為、に3司メ普て'f，'，
遣すのて'衣彰 lJ'j

子1..'弘二白11<活

-
ほ

つ
----------

E

・E・--
，，，ノ

ァ，

、ー

つ

国
策
は
職
場
と
違
う
父
の
貌

首
ふ
っ
て
口
尖
が
ら
せ
た
ま
ま
の
父

民
衆
の
声
眠
る
国
会
覚
め
や
ら
ず

政
争
か
住
専
か
国
会
の
暗
つ
づ
き

パ
ス
を
待
つ
帽
子
手
を
や
る
春

一
番

職
安
の
前
で
う
ろ
つ
く
定
年
後

嫁
に
聞
く
事
多
く
な
り
春
さ
み
し

お
食
い
初
め

っ
こ
ぼ
れ
て
ま
た
こ
ぼ
れ

東
北
の
豪
雪
地
帯
孫
偲
ぶ

温
も
り
を
も
と
め
て
送
る
老
い
た
日
々

待
望
の
雪
に
農
家
の
笑
を
見
る

ト
ン
ネ
ル
を
除
け
る
コ

l
ス
の
旅
が
持
て

老
骨
の
支
え
は
家
族
の
笑
い
顔

停
年
の
な
い
職
人
の
手
さ
ば
き

病
む
吾
に
こ
ん
な
嬉
し
い
家
族
愛

茶
飲
み
友
煮
豆
の
昧
に
走
る
箸

な
ご
や
か
な
日
ざ
し
を
待
つ
や
猫
柳

無
事
通
過
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
身
に
し
み
て

幸
を
奪
っ
た
あ
る
日
の
隙
間
風

ハ
イ
ヒ
ー
ル
楓
爽
春
に
職
を
得
て

せ
せ
ら
ぎ
が
春
の
グ
ル
ー
プ
連
れ
て
く
る

つ
く
ろ
い
の
針
は
い
つ
で
も
持
っ
て
い
る

人
の
目
を
さ
け
て
も
漏
る
る
壁
に
耳

渡
る
世
へ
い
つ
も
浅
瀬
に
術
も
な
く

相P
井
口

矢
崎

磯口岡野 -素
木

竜
星

玉
枝

夏
子

堀
内
美
代
子

森
田

狂
花

山
本
み

よ
子

小
沢

校

森
田
み
、
、
つ
は

小
沢

出
1
沼
山

主
骨
申
力

久
子

相
原
あ
き
子

…@@@@@一

…
盛山

…

一
お

く

や

み

…

地
区

西
条
二
区

西
条
二
区

河
東
中
島

河
東
中
島

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

1反窪中志依秋
本田田村田山氏

昭典ぜ 喜 守名
男 8Pr''1 久清康

平成8.6.1

(武
夫
)

しょうわ

(房
子
)

(
治
久
)

(
千
鶴
)

(
正
樹
)

(
昌
樹
)
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優花さん
eH6.12.15生 (河西〉
e (父〉久嗣さん (巴〉喜代恵さん

J '¥J '¥似の顔とママ似の性格? よく怒られます

が、語rrり」二手の優花です。素直で人に優しい子 f¥/ヘ

にーし此願引ます 山 rr~!jJ 

@ 

e 
e 
O 
6 
0 角野e -H7 727生 (西条〉

・(父〉 英吉さん (田〉潤子さん

重 お兄ちゃんより良く食べ恐いもの知らずですが、

'石川が司 鏡を見てはあ化粧まねをしています。

¥. _o .，0_1少しは女らしい所もあるのかな。

必〉守叫 お申込みM 場広報担当(ft75-21竹内線(2仏

， ， ， ， 

一ー圃圃圃圃圃..，

高昧佳歩さん

212))まで

F奈μU対Zr
ま
あ
、お
い
し
そ
う

ちょっと一言

小さ目のロ ールキャベツに ト

マトケチャップで洋J!li~の昧に
してみました。 とり ササ身の

かわりにベーコンかソーセー

ジを入れてもおいしく 出米ま

す。 一度お試しくださし、。

食生活改普推進員

大木 イ工さん (上河東二区)

キ
ャ
ベ
ツ
の
シ
チ
ュ
ー
と
か
ん
た
ん
佃
煮

とりササ身....・H ・H ・H ・'/J¥4枚

A{塩…・・… H ・H ・-………小さじ÷
tこしよう……...・H ・..……少々

キャベツ…...・ H ・..……… 8枚

トマト・・・・・..................引 固

生しいたけ・H ・H ・H ・H ・..…4枚

・作り方

①ササ島は縦半分に切って@で下昧をつけておく。

②キャベツId:塩少々入れだ熱湯でしんなりするまでゆでてザルに広げて冷
まし芯の部分をそぎ取っておく。

③トマトは8等分の<し形lこ切る。
④生しい芝けはT個を4ツlこ切る。
⑤キャベツを広げ、ササ島、トマト、生しいたけを等分にのせ、小さ目の

口一jレキャベツに作る。

⑤鍋にロールキャベツを並べ@を全部入れて中火で10分ほど煮る。
⑦塩、こしようで昧をととのえ器に盛る。

・材料(かんだん佃煮〉

かちり ...........508 酢・・・・・…・・・・大さじ 2i 

花かつを・ …・ ..258 みりん.....大さじ 2I 全部混ぜるだ!けで出来上
塩毘布・・・・…・・・.258 しようゆ・・大さじ 2I ;がります。
いりごま・…....258 さとうー..........508J 

O注意水や火は使わないでください。

O気楽に作ろう自然食、材料を混ぜるだけで力ルシウムだっぷりのおいし

い佃煮ガ出来ます。おべんとうに入れても-一。お忙しい万はぜひお試しく

ださい。多い自に作って冷凍庫!こ保存しても凍ることなく、いつでも食べ

られます。
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-材料(キャベツのシチュー)4人分

⑪ 

@
と
ひ
と

Z

V
新
緑
が
鮮
や
か
な
季
節
で
す
。

特
に
雨
上
が
り
は
最
高
で
す
。

V
さ
て
、
六
月
の
雨
が
あ
が
る
と

山
の
ク
ヌ
ギ
の
樹
で
は
、
ク
ワ
庁

タ
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

五
月
こ
ろ
は
、
樹
の
う
ろ
の
な
か

か
ら
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん
が
六

月
に
な
る
と
徐
々
に
う
ろ
か
ら
出

て
き
ま
す
。
夜
、
活
発
に
な
り
ま

す
の
で
、
懐
中
電
灯
や
捕
虫
網
を

持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
捕
ま
え

る
コ
ツ
は
、
ク
ワ
ガ
タ
は
ピ
ッ
ク

リ
す
る
と
樹
か
ら
落
ち
る
性
質
で

す
の
で
、
ク
ワ
が
タ
の
落
ち
て
く

る
と
こ
ろ
に
網
を
構
え
、
わ
ざ
と

ピ

ッ
ク
リ
さ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
と
き
、
捕
虫
網
の

つ
ぎ

た
し
棒
と
、

「
ピ

ッ
ク
リ
さ
せ
棒
」

が
あ
る
と
便
利
で
す
。

平成8.6.1しょうわ広報

ご意見 ・ご希望をお寄せください。広報担当

〔町の人口〕

男 7，211人(+18) 

女 6，785人(+10) 

計 13，996人(+28) 

世帯数 5，055戸 (+43) 

5月1日現在。( )内は前月比

町.の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町.の木=乙女椿


